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2013年 3⽉ 23⽇−24⽇に第 3回学術集会をとち
ぎ健康の森で開催させていただきました。全国から
多くの方々の御参加を賜りましたこと、この場をお
借りし、御礼申し上げます。
今回の学術集会は本学会発祥の地である仙台を離

れて初めての学術集会であり、果たして栃木県に皆さ
んが来て頂けるか、内心、非常に不安に思っておりま
した。幸いなことに演題募集の段階で、全国から約
100演題に達する一般演題の御応募を賜り、皆様から
エールを頂けたことで無事プログラムを作成するこ
とが出来ました。演者の先生方は元より、ご指導を頂
きました共同演者の諸先生方にもお礼申し上げます。
今年は思いの外、桜が早く咲き学会当⽇が花見⽇

和となってしまいましたが、結果的には総勢 600名
以上の方々の御参加を賜りました。今回の学術集会
では⼈数もさることながら、何よりも皆様の熱意を
直に感じることができました。2⽇間を通じ非常に
多くの方々が熱心に聴講されており、立ち見が出て
しまうほどの盛況ぶりでした。特に若いメディカル
スタッフの方々が真摯に学ぶ姿勢を拝見させて頂
き、本学会の今後の発展を確信するに⾄りました。
不慣れな事務局で皆様には多々ご不便をおかけし

たと思いますが、暖かいお声がけを頂きましたこと
厚く御礼申し上げます。また、このような機会を教授
退官の集⼤成として与えて頂きましたことを改めて
お礼申し上げます。ありがとうございました。
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